東病棟チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	


令和元年6月6日(木)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会・記録：成田　春佳
	加藤
	澁谷
	成田
	滝田
	松舘
	坂澤
	柴田
	川守田
	中野
	金谷
	国光

	〇
	休
	〇
	休
	休
	準
	休
	準
	〇
	〇
	〇

	坂本
	畑中
	野村
	小沼
	大久保
	見上
	工藤
	荒木田
	佐々木
	古川
	鶴飼

	〇
	〇
	深
	休
	〇
	深
	　年
	準
	深
	休
	〇

	竹内
	三浦
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	休
	　〇
	
	
	
	
	
	
	
	
	


＜連絡事項＞
・6/9（日曜日）8時から幸房前の木の伐採作業を行います。当日は、重機等が入るので、幸房前に駐車をしないようにご協力をお願いします。
＜入室状況＞
・下田　文子様～療養環境変更目的にて東B→西Bへ移動。
＜患者様連絡事項＞
・市川　トミ様～臨時薬ミルタザピン15mg→30mgへ増量となる。
・古里　長太郎様～発熱続いている為、田中Drよりレボフロキサシン処方となる。
・飯岡　未来様～精神状態不安定の為、オランザピン追加処方となる。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・立花　圭様～20時～6時時間隔離中。開放中他者交流されている。幻聴や妄想に関した訴えはない。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察実施。開放中奇声を挙げたりホール内を徘徊したりしている。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・宮澤　涼太様～終日隔離中。食事や服薬拒否無し。粗暴行為なく穏やかに過されている。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・野田　裕樹様～終日隔離中。10時～16時の開放観察実施。開放中迷惑行為や粗暴行為なく落ち着いて過ごされている。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・見付　幸一様～身体拘束中。バイタルサイン異常無し。経管栄養トラブルや拘束部位の循環障害無く経過。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・大久保　すい様～体幹のみ身体拘束中。妄想発言や危険行為なく経過。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・古里　長太郎様～午後より37.0℃の微熱あり。他バイタルサイン異常無し。食事は介助にて1/2摂取、むせ込みなし。介助に対する抵抗、暴言あり。
・坂本　富也様～体温37.4～37.0℃の発熱あり、クーリングにて対応。他バイタルサイン
異常無し。朝食後薬は覚醒状態悪く服用できずにいるが、昼食後薬はシリンジにて服用する事出来ている。
・倉橋　生子様～自室にて臥床して過ごされている。不調の訴えはない。
＜田名部Dr診察情報＞
・野田　裕樹様～臨時薬同内容で処方継続。
精神症状落ち着いている為、明日より時間隔離(20時～翌6時)となる。
・宮澤　涼太様～臨時薬ゾテピン中止、抑肝散追加、他同内容で処方となる。
精神症状落ち着いている為、明日より開放観察(10:00～16:00)開始となる。
・立花　圭様～臨時薬同内容で処方継続。ウリモックスクリーム処方となる。
日中Bユニットにて過ごして様子見るよう指示あり。

・澤村　彬様～臨時薬抑肝散追加、他同内容で処方となる。
・高柳　和子様～臨時薬インヴェガ中止、オランザピンOD追加、レキサルティ2mg→1mgへ減量、他同内容で処方となる。
　　　　　　　　日中Bユニットにて過ごして様子見るよう指示あり。

・丹内　栄子様～臨時薬クエチアピン追加で処方となる。
・古里　長太郎様～臨時薬同内容で処方となる。
・高屋敷　良子様～臨時薬同内容で処方となる。
・蕨　真理様～臨時薬インヴェガ6mg→3mg、オランザピンOD追加、他同内容で処方となる。
・瀧澤　杏奈様～臨時薬コントミン、センナリド中止、他同内容で処方となる。

・高嶋　鉄雄様～持参薬から当院処方へ切り替えとなる。
＜新入院患者様情報1＞
日　　付：6月6日　10:52

　氏　　名：細越　勝男様

　生年月日：昭和10年10月11日　83歳

　病　　名：脳血管性認知症

　性　　別：男性

　主治医　：金Dr(サポート医：田名部Dr)

　入院形態：医療保護入院

　病　　棟：東病棟Cユニット

　(経過）

　　H30年12月に脳梗塞で八戸赤十字病院に救急搬送される。3週間程入院加療し美保野病院に転院となっている。H31年4月には自宅退院し、5月1日より南陽館の利用開始となっている。14時頃より不穏状態になる事が多く、夜間は大声で叫ぶ様子見られていた。R1.5.13に当院初診となり、外来にて薬物調整を行っていた。5月27日の時点で大声を出す等の不穏さは続いていると南陽館より情報提供あり入院相談あり。精神症状改善目的にてR1.6.6 10:52東Cユニットへ医療保護入院となる。

　※家族洗濯
　※オムツ家族持参
　※糖尿病あり
＜新入院患者様情報2＞

日　　付：6月6日　12:36

　氏    名：柳町　由雄（やなぎまち　よしお）様

  生年月日：大正9年3月4日　99歳

  病    名：アルツハイマー型認知症

  性    別：男性

  病　　棟：東病棟Aユニット

  主治医  ：金Dr（サポート医：田名部Dr）

  入院形態：医療保護入院

（経過）

　生来より亭主関白で威圧的な人物であった。H24年に妻様が死去後より易怒性や不潔行為が出現。また、本人が苛々した際に家族に対し故意に嫌がらせする様子見られていた。H26年にむらかみ脳神経クリニックにて軽度認知症の診断を受けるが、治療には至っていなかった。2年程前より家族に対する粗暴行為が出現。角材で叩く事や鎌を持って家族を追い回すことがあった。上記精神症状の為、家族対応困難となり入院治療の希望あり。R1.6.6 12:36東Aユニットへ医療保護入院となる。

　※LTセットBプラン、オムツ②　　
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　※昼夜逆転傾向
　
